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誤記内容 

4 ページ目左段、第 3 章 3･1 節 12 行目「これらを踏まえ、絶縁破壊試験における交流短時間破

壊の代表的な形態として図 8 を考える。」以降の全てを撤回、削除します。 

 

撤回理由 

絶縁体に囲まれたボイド内での放電にパッシェンの法則におけるパッシェンミニマム（火花電圧と

ギャップ長）を適用していることが誤りであるため。 

 

パッシェンの法則は、電子雪崩で生じた正イオンが陰極に衝突して初期電子以上の 2 次電子が放

出される過程が必要である。絶縁体に囲まれたボイド内では、単発のタウンゼント放電かストリーマ

ー放電に留まり、 2 次電子放出は関係ないのでパッシェンの法則は適用できない。それにもかか

わらず、パッシェンミニマムとなる火花電圧と（大気圧での）ギャップ長をメカニズムとして使用した。 

 

 

以上 


